
（別紙３） 

令和７～９年度鳥取県eラーニング研修業務プロポーザル評価要領 

 

１ 業 務 名 令和７～９年度鳥取県eラーニング研修業務（以下「本業務」という。） 

２ 内 容 インターネット上で受講可能なeラーニング方式の研修を実施するための企画を提

案してもらい、最適な提案者に業務を委託する。 

３ 評価基準  

  それぞれの審査委員（３人）が下表の基準で採点した技術点（130点満点）の平均点と価格点

（20点満点）を総合し（150点満点）、最も高得点を得た者から順位をつけるものとする。 

（１）技術点 

 各評価項目の技術点（各審査委員が採点した平均点とする。）のいずれか一項目でも０点と

なった者は失格とする。 

評価項目 評価の視点 配点 評価の基準 

(１)受講環

境・学習機

能に関する

提案 

・確実に受講環境が確保できる内容となって

いるか（同時アクセス数等） 

・登録できるアカウント数について、より多

くの職員の受講を可能とする提案がなさ

れているか 

・学習システムは視認性や機能性に優れてい

るか 

・様々な受講環境（端末）を想定し、学習シ

ステムの操作性や教材の構成に工夫がな

されているか 

・受講者自身による受講状況の確認等の機能

が提案されているか 

・その他、他社と比較し特筆すべき機能が提

案されているか 

３０ ・優れている 

・工夫が認められる 

・十分 

・不十分 

３０ 

２０ 

１０ 

０ 

(２)研修管

理に関する

提案 

・申込、ＩＤ付与、受講、修了までのフロー

に関する記載がなされているか 

・受講状況などを効率的に管理する上で有効

な機能が提案されているか 

・研修実施後のアンケート機能等、研修効果

の確認に関する提案がなされているか 

３０ ・優れている 

・工夫が認められる 

・十分 

・不十分 

３０ 

２０ 

１０ 

０ 

(３)保守・

サポート体

制に関する

提案 

・十分なサポート体制がとられているか 

・運用時のセキュリティ対策について、十分

に考慮されているか 

・システム障害時における対応体制が確保さ

れているか 

１０ 

 

・工夫が認められる 

・十分 

・不十分 

１０ 

５ 

０ 

 

(４ ) eラー

ニング講座

の提供に関

する提案 

・「鳥取県職員の人材育成、能力開発に向け

た基本方針」に対応し、体系的に講座内容

が編成されているか 

・必要十分な講座数及び受講時間となってい

るか 

・実務能力の向上に資する講座が幅広く提案

されているか 

・受講者が主体的に学ぶ仕組みや研修内容の

定着を図るための工夫がなされているか 

・聴覚や視覚に障がいがある者に対して情報

保障が十分に行われているか 

・その他、他社と比較し特筆すべき内容が提

５０ 

 

・他を突出している 

・大変優れている 

・優れている 

・工夫が認められる 

・十分 

・不十分 

５０ 

４０ 

３０ 

２０ 

１０ 

０ 



案されているか 

 

評価項目 評価の視点 配点 評価の基準 

(５)受託体

制等に関す

る提案 

・本業務に関する知見・ノウハウ等があるか 

（主な事業内容、eラーニング実施実績等） 

・本業務に対する深い理解と熱意を持ち、誠

意ある確実な業務遂行が担保できる評価

すべき実績を有しているか 

１０ 

 

・工夫が認められる 

・十分 

・不十分 

１０ 

５ 

０ 

 

（２）価格点 

評価項目 評価の視点 配点 評価の基準 
 
見積金額 

 

 

 

 
２０ 

 
配点×(１－（見積金額／委託上限額）） 

※小数点以下は、四捨五入する。 
 
失格：委託上限額を超える見積金額 

 

 ※評価の基準は次のとおりとし、絶対評価により評価する。 

評価の基準 例示（仕様書に要件が定められている場合） 

他を突出している 
仕様書の要件以上の優れた内容となっている。 

      ↑ 

仕様書の要件を満たした内容となっている。 

      ↓ 

仕様書の要件を満たしていない。 

大変優れている 

優れている 

工夫が認められる 

十分 

不十分 

 

４ 最優秀提案者の選定 

   委託上限額の範囲内の見積書を提出した者であって、３の（１）の技術点（各審査委員が採点

した技術点の合計の平均とする。）及び（２）の価格点の合計点（以下「合計点」という。）に

おいて、最も高得点を獲得した者を最優秀提案者に選定する。 

なお、合計点が最も高い者が２者以上あるときは、審査委員の多数決により最優秀提案者を選

定するものとする。 

また、最優秀提案者以外の者についても、合計点順に順位付けを行い、合計点が同点の者が２

者以上あるときは、審査委員の合議により順位付けを行う。 

 

 


